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① 三世代交流～まつりで多世代交流、子育てと青少年支援 

② 防災・防犯～防災組織の充実・防犯対策の充実 

③ 高齢者福祉～10年後の元気な高齢者を目指して 

 

 

 

松本地区まつり振興会 
松本地域ビジョン策定委員会 



地区ビジョン（将来像） 

「みんなが住みたい 魅力いっぱいのまち 笑顔あふれるまち 松本」 

 

楽しみは地域にあるということを住民が再認識し、 

何かに地区民みんなが参加する魅力いっぱいのまち、 

安心安全の松本を目指したい。 
 

 

 

松本地区は、福井市中心部の北寄りに位置している。 

地域の南端部を松本通りが東西に通っており、西端部をフェニックス通りが南北に通

っている。またえちぜん鉄道三国芦原線が東西に通っており、地域内にはまつもと町屋

駅がある。東端部は JR 北陸本線が通っている。鉄道やバス等の公共交通網の充実と国

道へのアクセスの良さが特徴の一つとなっている。 

さらに、スーパーマーケットやドラッグストア、保育園や老人ホーム等の福祉施設も

充実しており、暮らしやすい環境に恵まれている。 

そうしたことから地区人口は市内でも上位となっているが、マンションやアパート、

県営住宅といった集合住宅も多いため、自治会の加入率は低い。地区一斉の避難訓練の

参加率もワーストから数える状況である。また、高齢化率が市平均よりも高いことも

様々な問題が懸念される一因となっている。福祉や防災も含めた住民自治、住民互助の

確保が課題となっている。 

 

 

  



実行計画 

① 三世代交流～まつりで多世代交流、子育てと青少年支援 

△まつりにおける多世代交流 

（１）夏まつり民踊大会 

小中学生の夏休み期間中にフェニックスまつりと共催して実施。松本小学校児童玄

関前にてやぐらを組み提灯の灯りのもと、1000個以上のエコキャンドルを手作りし

て、祭りの雰囲気を演出。各種団体の模擬店も出て、幼児から高齢者まで夏の一夜

を楽しむ。 

 

（２）松本まつり 

松本小を会場に前夜祭、本祭りの攻勢で実施。各種団体が展示、模擬店を出店。松

本地区最大の多世代交流のイベント。 

 

（３）大寒願かけ 

松本地区 7 つの神社を走って参拝し、最後に寒中みそぎを実施。地区の冬の風物詩

になることを目指している。みそぎのあとは地区のお母さん方が作ったお鍋による

直会（なおらい）でおなかも温かくなる。 

 

 

○子育て、青少年支援 

 （１）もちつき大会 

杵と臼での伝統的なもちつき大会。幼児から高齢者まで参加。子どもたちは高齢者

と共に昔ながらの体験を通して正月を迎える雰囲気を味わう。 

 

 （２）中学生の勉強室 

定期テスト前の 1 週間、公民館にて実施。地区の元教員、塾講師などがボランティ

アで常駐し、生徒の質問に答える。 

 

 

 



② 防災・防犯（安全・安心）～防災組織の充実・防犯対策の充実 

◎防災組織の充実 

市民の「共助」の部分を強化し、地区ぐるみで防災に対する意識の向上を図るため、各

自治会単位での「自主防災会」の 100％結成を目指し「災害に強いまちづくり」を推進

していく。 

 

〇防災訓練への参加促進 

防災について住民一人一人の意識の啓発を図るため、防災訓練への参加を奨励する。ま

た、様々な防災体験の機会を設ける。ことに高齢者に対する防災体験の充実を図る。 

 

◎防犯対策の充実 

  （１）小学生の通学路に防犯カメラを設置する。 

  （２）見守り隊の充実を図る。 

  （３）様々なシチュエーションでの護身術の講座を開催し、身を守る術を修得する。 

 

△自治会への加入促進 

   マンション、アパート、一人暮らしの住民の自治会への加入を呼びかける。 

  



③ 高齢者福祉（元気な高齢者の活用） 

◎プラチナクラブの充実 

   10年後の元気な高齢者を目指して、概ね 60歳からの加入を促進する。 

   プラチナクラブの部活動を充実させる。 

      →カラオケクラブ・英会話クラブ・麻雀クラブ・健康クラブ 

 

〇サロンの運営 

   高齢者が気軽に利用でき、くつろげるサロンを開設する 

 

△認知症講座の開催 

   より多くの人に認知症を理解してもらい、その対処法を学ぶ 

 

 

 

 

 

※◎短期（３年程度） 

○中期（５年程度） 

△長期（10年程度） 


